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平成28年度研修生募集

 



  当センターは山中漆器の原点で、全国の頂点に立つ「挽物轆轤技術」の修得
と後継者育成、及び将来の漆器産業を担う人材の養成、自主研究等を行うため
の産業振興の中核施設として平成9年4月1日開設しました。全国で唯一「挽物
轆轤技術」を専門的に学べる研修施設です。

越前より移り住んだ木地師集団が山中の地に挽物の技術をもたらしてから400年、日本一
と誇れるまでに先人たちは技術を錬磨してきました。
石川県挽物轆轤技術研修所はその先人に習い、山中漆器挽物轆轤の技術を磨く場です。

幾百年と生きてきた樹を、伝統の技で世に蘇らせる。それぞれの木の性質を見極め、五感覚
を澄ませて轆轤に向かう時、教える立場、学ぶ立場、共々にそれは精神修養の場でもあり
ます。
木造り、刃物造り、それに伴う様々な分野を体得しつつ、挽物轆轤技術の修得を図って

下さい。

ご あ いさつ
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所 長   川   北    良   造
重要無形文化財保持者（人間国宝）「木工芸」

石川県立山中漆器産業技術センター
石川県挽物轆轤技術研修所



特別講師

講 師

北村 昭斎
重要無形文化財保持者（人間国宝）＜螺鈿＞

中野 孝一
重要無形文化財保持者（人間国宝）＜蒔絵＞

前 史雄
重要無形文化財保持者（人間国宝）＜沈金＞

田中 壽雄(桃仙）
日本文化財漆協会副会長

林 哲三
富山大学高岡短期大学部名誉教授

土本 内浦
＜指物＞

嶋崎 丞
石川県立美術館館長

小松 喨一
金沢美術工芸大学名誉教授

山崎 達文
金沢学院大学教授
＜工芸史、博物館学＞

村中 稔
金沢美術工芸大学教授
＜製品デザイン＞

西出 茂弘
金沢美術工芸大学教授
＜日本画＞

角谷 修
金沢美術工芸大学教授
＜環境デザイン＞

山村 慎哉
金沢美術工芸大学教授
＜漆芸＞

金田 一司
＜刳物＞

山崎 剛
金沢美術工芸大学教授
＜日本工芸史＞

辻 英芳
＜轆轤技術＞

梶 宗雅
＜茶道＞

佐竹 一夫
＜轆轤技術＞

亀田 泉
＜髹漆 上塗＞

田畑 孝祥
＜生け花＞

中嶋 虎男
＜轆轤技術＞

川北 浩彦
＜轆轤技術＞

大下 一成
＜轆轤技術＞

荒川 文彦
＜髹漆 上塗＞

田中 昌宏
＜髹漆 下地＞

表 正則
＜蒔絵＞

渡 司歳
＜書道＞

＜指物＞

〔県外講師〕

〔県内講師〕

〔地元講師〕
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講 師 陣

川北 良造
重要無形文化財保持者（人間国宝）＜木工芸＞
石川県挽物轆轤技術研修所所長



基礎コース

木のぬくもりを伝えるために日本一の山中木地挽物技術を学びませんか

カンナの火造り 荒挽き 蒔絵
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菓子器
26年度基礎コース２年卒業作品
φ6.0×3.5（寸） 畑尾 勘太

干菓子盆
26年度基礎コース２年卒業作品
φ8.0×0.9（寸） 鈴木 敬

共通課題／椀（本竪地仕上） 木彫作品

共通課題／椀（白木地） 共通課題／椀（拭漆）

2年

1年

研修生作品



研修生作品 専門コース

あなたの轆轤技術を、さらなる高度な知識と技術で完成しませんか

漆搔き作業体験下地工程 作品展鑑賞

欅造盛器
26年度専門コース２年卒業作品
φ10.1×2.15（寸） 坂本 奈緖子

欅造食籠
26年度専門コース２年卒業作品
φ6.8×3.0（寸） 嶋崎 晃峰

共通課題／高台寺椀 共通課題／合鹿椀 共通課題／大棗

共通課題／高台寺椀（白木地） 自由課題／茶筒 自由課題／加飾挽
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2年

1年



カリキュラム
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基礎コース
〈毎週月曜～金曜〉

【修業年限】 ２年
【定 員】 ５名
【資 格】
高等学校を卒業した者及び
卒業見込みの者又は高等学
校を卒業したと同等程度の
知識及び学力があると認め
られる者

1年次

〔演 習〕
轆轤木工芸実技（週3日）
木地用具の調整（挽物制作の基本的知識の修得）
轆轤基礎（制作・加工を通した基本的技能の修得）
刃物のつくり方
拭漆仕上げ
修了作品制作

〔講 義〕
工芸史・美術一般
工芸と伝統、工芸と現代
用と美 等

〔教 養〕
書道（月1回）
屋外実習と市場見学（交互隔年）
展覧会見学と列品解説等

木工及び漆器全般
漆芸基礎（変塗・象嵌等）
蒔絵基礎（週1日）

描出・形態・意匠デザイン
デッサン
着彩

2年次

〔演 習〕
轆轤木工芸実技（週2日）
加飾挽き
横木挽き
拭漆仕上げ
卒業作品制作
優品模造製図（製図法等）

〔講 義〕
工芸と伝統、工芸と現代
用と美 等

〔教 養〕
屋外実習と市場見学（交互隔年）
展覧会見学と列品解説等

木工及び漆器全般
木彫基礎（週1日）
髹漆基礎（週1日）

描出・形態・意匠デザイン
ディスプレイ

専門コース
〈毎週火曜～水曜〉

【修業年限】 ２年
【定 員】 ５名
【資 格】
基礎コースを修了した者又
は轆轤挽物技術等に関する
専門的知識及び技能がこれ
と同等以上であると認めら
れる者

1年次

〔演 習〕
轆轤木工芸実技（週1日）
挽物（立案、製図、仕上げまで）
原木の特徴
木取り
木材乾燥技術
加飾挽き
優品模造製作
修了作品制作

〔講 義〕
工芸史・美術一般
工芸と伝統、工芸と現代
用と美 等

〔教 養〕
茶道（月1回）
生け花（月1回）
書道（月1回）
屋外実習と市場見学（交互隔年）
展覧会見学と列品解説等

木工及び漆器全般
木材工学・塗料・木象嵌

描出・形態・意匠デザイン
造形基礎
製品デザイン

轆轤木工芸実技（週1日）
挽物（立案、製図、仕上げ加飾まで）
優品模造製作
卒業作品制作

木工及び漆器全般
木象嵌
髹漆
木材工学・塗料

2年次

〔演 習〕

〔講 義〕
工芸と伝統、工芸と現代
用と美 等
茶道具について 等

〔教 養〕
茶道（月1回）
生け花（月1回）
箱書き
空間装飾と木工芸
屋外実習と市場見学（交互隔年）
展覧会見学と列品解説等

※轆轤実技は週2日実施し、残りの3日は
その他の授業をおこないます。

※轆轤実技は週1日実施し、残りの1日は
その他の授業をおこないます。



入試案内〈要旨〉
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●商品開発技術研修（コンピューターグラフィックスの活用など）
●生産加工技術研修（工部の職人を対象とする技術的課題の改善、指導）
●経営実務研修（経営者、販売担当者を対象とした経営実務研修）
●漆芸教室（蒔絵、髹漆、乾漆など）
●設備の開放（センターに設置した設備を開放し、企業の技術力を育成する）
●自主研究グループの育成（蒔絵、木地、塗装、商部等の各分野で先導的なグループを育成する）
●技術相談（情報提供、クレーム処理相談、新技術相談、最近の法改正など）
●体験教室（生徒、児童を対象に、ろくろ・蒔絵を体験させ、漆器産業の普及に務める）

山中漆器産業技術センターでは
産業振興事業として、つぎのよう
な事業も行っています。

その他事業紹介

受付期間：平成27年12月10日（木）から平成28年1月13日（水）まで

志願者の受付期間

高等学校を卒業した者及び、卒業見込の者又は高等学校を卒業した
者と同等程度の知識及び能力があると認められる者。2年

2年

5名

5名
基礎コースを修了した者又は、挽物轆轤技術等に関する専門的知識
及び技能がこれと同等以上であると認められる者。

基礎コース

専門コース

学 科 修業年限 定 員 受験資格等

募集する学科・修業年限・定員及び受験資格

試 験 日：平成28年2月1日（月） 試験会場：石川県立山中漆器産業技術センター

基礎コース

専門コース

学 科 科 目 内 容 時 間 備 考

作文は、当日課題を示します。
作文

面接

実技

作品評価

800字以内

個人面接

仕上挽

挽物木地提出

9:05～10:05

10:05～12:00

13:00～14:00

14:15～15:30

作品評価は、挽物木地（白木地、拭漆仕上問わ
ず）を数点ご用意下さい。受験者同席とします。

試験の日時・会場及び科目等

平成28年2月12日（金） 午前10時に当センター正面玄関・HPに掲示するほか、合格者あてに通知する。

合格者の発表

※1 国や県の同種施設の利用料金の改定に合わせて、金額が改定されることがあります。
※2 後期終了時までに過納額がある場合は返金します。 不足を生じた場合は追加納入の必要があります。
  材料費の負担区分：刷毛・茶道教材、生花教材 その他

※3 ガス溶接技能講習未修了の方は、別途登録教習機関で受講していただく必要があります。（12,000円程度）

基礎コース

専門コース

学 科 入学検定手数料 入学手数料 授業料（年額） 材料費（年額）※2
県内の者 県外の者

県内の者 県外の者

6,500円 13,000円 221,000円 30,000円2,600円

10,900円 21,800円 148,500円 50,000円4,300円

石川県挽物轆轤技術研修所の主な経費 ※１

入学志願書の請求及び入学試験の詳細については、事務局までお問い合せ下さい。

その他
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建設概要
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